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地域・家庭・学校が一体となって故郷を愛する子どもを育てる
～合言葉は「なかまのしあわせのために」～

岐阜県関市
●活動名 ●関係する学校名

おもいやり活動　SAVE   関市立金竜小学校 関市立小金田中学校   

のべ
学級数

35 学級
のべ

児童・
生徒数

活動区分
学校支援活動 地域課題解決学習 ー

ー ー 外部人材を活用した教育支援活動

2
協働活動
開始年度

平成 29 年度
関係

学校数
1087

有
平成29年5月29日設置 20人

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

ー 1人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

１. 学校運営協議会の構成を以前から子供たちのために意欲的に取り組んできた諸団体の代表者だけでなく，これまでつながりが希
　　薄であった諸団体の代表とし，横のつながりが生まれるよう意識したこと。
２. 「子どもを育てる会」「ふれあいのまちづくり推進委員会」「青少年健全育成協議会」のどの団体にも所属し，熱心な方がコーディネ
　　ーター役を担った。（地域学校協働活動推進員としての委嘱はしていない。）
３. SAVEにかかわる具体的な取組を見つけた際には，大人から声をかけてノートに記録するようPTA総会，学校運営協議会，ふれあ
    いのまちづくり推進委員会等で確認したこと。

参考URL http://seibufureai.sub.jp

●連絡先 岐阜県関市立金竜小学校 0575-28-2303

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

　SAVE活動は，平成２１年に「西部地区子どもを育てる会」の発足とともにスタートした。S（掃除）A（挨拶）V（ボランティア）E(エコ）
の頭文字を西部地区と掛け合わせ「おもいやり活動SAVE」とし，活動範囲を小学校，中学校だけでなく，各家庭，地域，幼稚園，
保育園まで広げて，児童生徒が行ったことを自分専用のSAVEノートに記したり，それを認める言葉をかけ合ったりして地域全体で
子供の自己有用感を高めようとする取組である。時が経ち，活動が停滞していたが，平成２８年にふれあいのまちづくり推進委員会
の発足と同時に，多くの団体を巻き込み本当の意味で地域全体で子供を育てていこうという機運が高まった。学校運営協議会は，
諸団体の代表者から構成されており，お互いの願いを共有しながら，より意味のある「おもいやり活動SAVE」となるよう取り組んでい
る。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

１. 小中連携したSAVE活動：自分が行ったSAVE活動をノートに記録し，先生，家族，地域の方はそれを認める言葉かけを行う。
２. 地域もSAVE活動を実践する場：S→地域の掃除　　　　　　　　　　　　　　　　A→あいさつ運動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V→ふれあいサロン，フラワープレゼント等　E→津保川観察会，ホタルの観察会，資源回収等
３. 諸団体同士がつながった行事等の開催：「ホタル観察会」⇒ふれあいのまちづくり推進委員会（統括），ＮＰＯ（ホタルの生態説明）
　　自治会（観察しやすいように草を刈ったり，地域の明かりを暗くしたりといった配慮），青少年健全育成協議会（飲料準備等）
４. 学校と地域の願いと課題を共有する仕組み：学校運営協議会，ふれあいのまちづくり推進委員会で定期的に願いや課題を共有し
　　行事等の実施に活かしている。
【実施に当たっての工夫】

ＮＰＯ団体「ギンブナの会」の協力を得て「津保川自然かんさつ会」を行っている。川に入ってタモで魚を捕まえたり，「ギンブナの会」の
方から説明を聞いたりするなど，体験を通して地域のよさを学んでいる。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

１. 地域を対象とした「ふれあいサロン」などへの児童の積極的な参加が増え，子供から元気をもらえるという喜びの声が聞かれるよう
    になってきた。
２. 地域の大人からSAVE活動に関わる価値付けの言葉が増えてきたので，子供たちが日常的に公園の掃除をする姿が見られるよう
　　になった。また，認められる機会が増えたためか，子供の姿に一層の落ち着きが出てきた。
３. 子供や保護者に関わる地域の行事が精選されて参加しやすくなり，地域の子供と大人がつながる場が増えた。
４. 地域に受け継がれてきた地域の宝物（各務用水など）について，幅広い世代の住民や子供たちが学ぶ機会が生まれた。

● その他

こんな

活動です


